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Ｎ
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法
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洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
平
成
24
年
（
２
０
１
３
年
）
４
月
15
日

設
立
開
所
式
を
竹
の
里
会
館
で
行
っ
た
。

設
立
か
ら
10
年
目
を
迎
え
た
今
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
し
た

こ
と
と
併
せ
「
わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
」
の
あ

り
方
を
考
え
る
機
会
が
き
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
の
動
機

は
、
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
ま
ち
開
き
か

ら
30
年
を
迎
え
、
自
然
環
境
に
調
和
し

た
緑
豊
か
な
ま
ち
と
し
て
誕
生
し
た
洛
西

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
、
時
の
流
れ
と
と
も

に
、
地
域
の
住
民
の
少
子
高
齢
化
、
コ
ミ

ニ
ュ
テ
イ
の
希
薄
化
、
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
の

機
能
低
下
、
土
地
利
用
の
変
化
な
ど
様
々

な
課
題
を
抱
え
込
ん
で
き
た
中
で
京
都
市

に
よ
っ
て
、
平
成
17
年
８
月
に
、
地
域

住
民
や
学
識
経
験
者
、
事
業
者
、
行
政
に

よ
っ
て
「
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま
ち
づ
く

り
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
１
年
間
の
討
議
の

結
果
、「
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
平
成
18
年
（
２
０
０
６

年
）
11
月
に
完
成
し
た
。「
も
っ
と
も
っ

と
魅
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
」と
し
て
、

そ
の
取
り
組
み
を
す
る
と
し
た
、
そ
の
推

進
を
担
っ
た
の
が
４
地
域
自
治
連
合
会
か

ら
な
る
「
創
生
推
進
委
員
会
」
で
あ
っ
た
。

そ
れ
と
は
別
に
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
企

画
委
員
会
に
関
わ
っ
て
い
た
有
志
が
集
ま

り
「
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
研
究
会
」
を
立

ち
上
げ
た
。（
以
下
、
研
究
会
と
い
う
）

研
究
会
は
京
都
経
済
短
期
大
学
の
支
援
を

得
て
月
１
回
の
研
究
会
を
開
催
し
「
ま
ち

洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
設
立
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周
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わくわくサロン開所式 （2013年4月15日 竹の里会館）

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
課
題
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
た
、
数
あ
る
課
題
の
中
で

若
い
世
代
を
ど
の
よ
う
に
増
や
す
か
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
が
、
交
通
手
段

が
整
わ
な
い
限
り
無
理
で
あ
る
と
の
結

論
に
な
り
、
そ
れ
で
は
今
住
ん
で
い
る

住
民
が
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
す
る
と
し
て
「
洛
西
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
設
立
に
至
っ
た
。

設
立
か
ら
７
年
間
は
無
我
夢
中
で
行

政
の
助
成
金
を
得
て
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
諸
課
題
に
取
り
組
ん
だ
、
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
目
的
は
、
助
け
合
い
の
心

を
も
っ
て
、
広
く
高
齢
者
、
障
害
者
、

子
ど
も
、及
び
そ
の
家
族
等
に
対
し
て
、

見
守
り
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、
居
場
所

づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ

く
り
、
困
り
事
相
談
等
々
で
あ
っ
た
、

こ
の
目
的
に
沿
っ
て
「
高
齢
者
の
居
場

所
カ
フ
ェ
」
を
柱
と
し
て
、
洛
西
の
高

齢
者
向
け
講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

そ
の
他
ま
ち
の
賑
わ
い
と
し
て
「
わ
く

わ
く
マ
ル
シ
エ
」
の
開
催
、「
洛
西
居

場
所
交
流
会
」、
京
都
生
協
を
支
援
し

て
「
お
か
い
も
の
便
」
の
ス
タ
ー
ト
に

尽
力
し
て
き
た
、
ま
た
平
成
28
年
（
２

０
１
６
年
）
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
洛

西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
」推
進
委
員
会
に
加
わ
り
そ
の「
高

齢
者
・
障
害
者
に
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
」
の
推
進
に

障
害
者
週
間
の
啓
蒙
等
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

２
０
２
０
年
２
月
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染

が
始
ま
り
２
０
２
１
年
に
は
「
緊
急
事

態
宣
言
」
が
発
せ
ら
れ
設
立
後
始
め
て

２
ケ
月
の
休
所
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

そ
ん
な
時
期
に
今
後
コ
ロ
ナ
感
染
終
息

後
の
社
会
の
あ
り
方
「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
受
け
て
私
達
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洛
西

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
も
考
え

る
機
会
と
も
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
行

政
の
各
種
助
成
金
で
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等

を
運
営
し
て
き
た
が
、
助
成
金
に
頼
ら

な
い
あ
り
方
を
求
め
な
け
れ
ば
な
い
。

こ
こ
数
十
年
の
社
会
状
況
は
格
差
社
会

の
拡
大
を
生
み
だ
し
貧
富
の
差
が
拡
大

し
た
。
ま
た
Ｉ
Ｔ
化
の
勢
い
は
日
ご
と

に
推
進
し
高
齢
者
が
と
り
残
さ
れ
る
昨

今
で
あ
る
。
私
た
ち「
居
場
所
カ
フ
ェ
」

は
住
み
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
洛

西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て

き
た
が
、
設
立
か
ら
10
年
「
居
場
所
カ

フ
ェ
」
に
集
う
人
の
高
齢
化
が
よ
り
進

み
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
施
設
に
入
る
人
等

で
減
少
し
て
き
た
。

こ
れ
は
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
少
子

高
齢
化
が
と
ど
ま
る
事
無
く
進
ん
で
い

る
表
れ
で
あ
り
、
京
都
市
も
三
度
目
の

取
り
組
み
と
し
て
、〝
若
い
世
代
を
呼

び
込
む
〟
こ
と
を
主
題
に
副
市
長
を

本
部
長
と
し
た
洛
西
〝
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

（
さ
ぁ
、
い
こ
う
）〟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

発
足
さ
せ
た
。
３
回
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
踏
ま
え
〝
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
〟

の
中
間
ま
と
め
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
る
と
「
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
を
一

気
呵
成
に
！
」「
あ
ら
ゆ
る
壁
を
突
破

し
て
大
胆
に
！
」
と
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
終

の
棲
家
と
し
て
求
め
て
き
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
取
り
組
み
が
「
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
」
で
描
い
た
、「
緑
と
ゆ
と

り
を
守
り
、
各
世
代
が
支
え
あ
い
心
豊

か
に
共
生
で
き
る
ま
ち
」
で
あ
り
た

い
と
願
う
と
し
た
も
の
に
対
し
、
今

回
変
革
さ
れ
よ
う
と
さ
れ
る
中
で
の

新
・
旧
住
民
の
コ
ミ
ニ
ュ
テ
イ
、
世
代

間
ギ
ャ
ッ
プ
等
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

変
革
に
よ
る
新
た
な
課
題
に
対
し
設
立

か
ら
10
年
を
経
た
今
「
何
が
必
要
か
」

を
考
え
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
歩
み
を
進
め
た
い
。

洛
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国土交通政策研究所「エイジング・イン・プレイ
スに資する生活支援に関する調査研究」（2021
年10月）において「高齢者を支える持続的取り
組みの事例」として取り上げられました。

新聞に取り上げられた 
洛西福祉ネットの活動

居場所交流会�
�（第1回 2015年3月22日）
洛西にある様々な居場
所同士の交流や情報
交換を目的に、2015～
2016年と2018年に�
計4回開催しました。

ら
く
さ
い 

わ
く
わ
く
マ
ッ
プ
（
２
０
１
４
年
４
月
）

洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
む
皆
さ
ん
が
気
軽
に
出
か
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
、
地
域
の
活

動
や
居
場
所
カ
フ
ェ
の
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

洛
西
福
祉
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ッ
ト
設
立
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周
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NPO法人洛西福祉ネットワークの今日まで
活 動 年 度 1 2013 2 2014 3 2015 4 2016 5 2017 6 2018 7 2019 8 2020 9 2021 ⓾ 2022 ⓫ 2023

支え合い型ヘルプサービス事業

支え合いボランティア養成講座

居場所カフェ

わくわくサロン

ピアノ生演奏カフェ

ちいさな居酒屋 竹の里会館ロビーカフェ

昼食を楽しむ会 ＊コロナ禍により中止

買い物支援

野菜の朝市

お魚屋さん

たまごと野菜の日

ごま製品

パンの日 お総菜

ケーキの日

お花 お花

買い物取次ぎ

おばんざい

エーコープ

アグロス胡麻郷

京都生協おかいもの便

趣味の同好会

わくわく短歌教室 わくわく短歌同好会

わくわく俳句同好会

中国語講座 中国語教室 中国語サロン

らくらくピアノ教室

わくわく英会話教室

書道教室 読書会

つむぎのじかん お抹茶をいただく会

スマホ教室 スマホ教室

わくわくマルシェ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

わくわくサロンセミナー （２回） （７回） （３回） （３回） 障害者週間講演会

居場所交流会 ① ② ③ ④

大学との連携 京都経済短期大学

ボランテイア 同志社大学院生 龍谷大学生

広報　わくわく通信 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

RVC洛西ケーブルビジョン 洛西居場所めぐり みなさんお元気ですか
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さらに便利に！
バス交通をバージョンアップ！

地域の拠点から鉄道駅へ早くアクセスできるなど、より便利に
バスネットワークを再編。洛西バスターミナルもリニューアル！

01

鉄道駅へのアクセス抜群に！
バス路線の再編を検討（早期に方針とりまとめ）
可能なものから順次実施します。

Action 01

洛西バスターミナルのバス待ち環境の向上
（バス路線の再編に併せて実施）

Action 0２

20

民営バス敬老乗車証が洛西全域で利用可能に！
（令和５年１０月から）

Action 03公公共共交交通通のの利利便便性性向向上上
にに引引きき続続きき取取りり組組んんでで

ほほししいい。。

通通勤勤・・通通学学
もも便便利利にに！！

洛洛西西地地域域をを運運行行すするる
ババスス事事業業者者（（京京阪阪京京都都交交通通、、
ヤヤササカカババスス、、阪阪急急ババスス、、
市市ババスス））でで連連携携ししてて実実施施！！

♪♪

洛西ＮＴタウンセンターに

賑わい×マンションを誘導！

便利で活気あるタウンセンターを目指し、
賑わい施設併設のマンション立地を促進します。

05

タウンセンター地区の都市計画（地区計画・高度地区）
の見直し
（タウンセンターでもマンションが建築可能に）

Action 01

賑わい施設併設の分譲マンションの立地促進

Action 02

住住民民のの皆皆様様かかららもも
声声ををいいたただだいいてていい

まますす！！

16

賑わいの中心・ラクセーヌ専門店街を全面リニューアル。
全ての世代にとって、便利で快適に！
広場も、人々が集う居心地の良い空間に。

01

本年１２月リニューアルオープン
スーパーマーケットは先行オープンを目指します！

Action 01

令和６年１０月、医療モール進出予定！
（令和５年６月、洛西地域の医療・介護等に係る包括連携協定を締結！）

Action 02

大人も子どももワクワクするイベントや、みんなが集える空間づくり
の取組（秋頃～）らくさいマルシェも更に盛り上げていきます！

Action 03

子子どどもも向向けけイイベベンントト
がが定定期期的的ににああるるとと
ももっっととＮＮＴＴにに来来たたいい。。

8

＊洛西ニュータウンの中心として、様々な商業施設や金融機関、官公庁施設等が集積している地区。

洛西ＮＴタウンセンター の魅力アップ((＊＊))

働働くく場場のの充充実実
ににももつつななががるる！！

工工事事期期間間中中、、
ススーーパパーー（（生生鮮鮮食食品品））
はは臨臨時時販販売売所所でで
営営業業ししまますす。。

みんなで進める! 実行策のポイント

０１

０２

０３

もっと便利に！もっと魅力的に！
豊かな自然・公園や充実したバス交通など、利便性が高く魅力的な洛西地域を
リニューアルなどにより、もっと便利でもっと魅力的に。

新たな住民や機能を呼び込む！
もっと便利で魅力的な街にするためには、新たな住民や機能の呼び込みが必要。
住まいの供給や公有地の活用などにより、呼込みを加速。

すぐにできることを一気呵成に！
あらゆる壁を突破して大胆に！
これまで策定した将来像の実現に向けて、短期的な取組と中長期的な取組があり
ますが、まずはできることから始めます。あらゆる壁を突破して大胆に進めます！

1

０4
みんなで進める！
行政だけの取組では、魅力的な洛西地域は実現できません。
まちの担い手である住民・事業者の皆様と力を合わせ、実行していきます。

洛西“SAIKO（さぁ、いこう）”プロジェクト
みんなで進める！実行策 中間とりまとめ（2023年7月）

概 要

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

�

法
人
設
立
10
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

京
都
市
西
京
区
洛
西
担
当
区
長 

山
中 

か
お
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
設
立
10
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
ら
れ

心
か
ら
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
25
年
2
月
の
貴
法
人
設
立
の

齋
藤
信
男
理
事
長
の
ご
あ
い
さ
つ
に
お

い
て
、「
地
域
福
祉
に
か
か
わ
る
様
々

な
問
題
を
（
中
略
）「
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」
を
創
り

だ
し
、
そ
こ
で
の
「
助
け
合
い
」
の
力

で
（
中
略
）
解
決
し
て
い
き
た
い
」
と

う
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
こ
と
ば
ど
お
り
、
高
齢
者
が
気

楽
に
お
で
か
け
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な

る
ら
く
さ
い
わ
く
わ
く
♪
マ
ッ
プ
の
作

成
や
、
買
い
物
支
援
、
短
歌
・
俳
句
同

好
会
、
ピ
ア
ノ
教
室
、
昼
食
を
楽
し
む

会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
た
困
り
ご
と
相
談
等
わ
く
わ
く
サ
ロ

ン
で
の
「
買
う
・
学
ぶ
・
集
う
」
活
動

や
、
さ
ら
に
は
、
平
成
30
年
か
ら
支
え

合
い
型
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
さ
れ

る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
る
活
動
制
限
を
挟
み
な

が
ら
も
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目

指
し
て
多
岐
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
深
甚
な
る
敬
意
を

表
し
ま
す
。

先
般
、
京
都
市
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
と
い
う
ま
ち
の
特
性
に
よ
り
極

め
て
速
く
少
子
高
齢
化
が
進
む
洛
西
地

域
の
活
性
化
に
向
け
「
洛
西
〝
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｋ
Ｏ
（
さ
ぁ
、
い
こ
う
）
〟
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
～
み
ん
な
で
進
め
る
実
行
策
中
間

と
り
ま
と
め
～
」
を
発
表
い
た
し
ま
し

た
（
最
終
と
り
ま
と
め
を
11
月
に
発

表
予
定
）。
全
庁
を
あ
げ
、
洛
西
地
域

の
魅
力
を
高
め
、
新
た
な
住
民
や
機
能

を
呼
び
込
む
方
策
を
、
住
民
・
事
業
者

の
皆
様
と
共
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
一
層
の
御
理
解
と
御
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
い

た
し
ま
す
。

貴
法
人
の
今
後
、
益
々
の
御
発
展
と

関
係
の
皆
様
の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

寄  稿

洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
設
立
10
周
年
記
念

わくわく通信 第18号
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さ
あ
い
こ
う
！ 

�
み
ん
な
で
進
め
る
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

京
都
市
住
宅
供
給
公
社 

専
務
理
事 

森 

知
史

特
定
非
営
利
法
人
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
法
人

設
立
10
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
京
都
市
住
宅
供
給

公
社
の
様
々
な
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
昭
和
51

年
（
１
９
７
６
年
）
９
月
に
入
居
が
始

ま
り
、
今
年
47
年
目
に
入
り
ま
す
。
京

都
市
の
人
口
が
１
４
０
万
人
を
超
え
た

の
は
昭
和
43
年
、
ま
ち
び
ら
き
の
昭
和

51
に
は
、
約
１
４
２
万
３
千
人
と
な

り
、
こ
の
年
右
京
区
か
ら
分
区
し
て
西

京
区
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
11
月
策
定
の
『
洛
西

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
』
に
は
、〝
「
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」

は
、
住
宅
難
の
解
消
、
乱
開
発
の
防
止
、

秩
序
あ
る
住
宅
地
の
供
給
を
目
的
に
、

京
都
市
で
初
め
て
大
規
模
住
宅
団
地
と

し
て
開
発
さ
れ
た
２
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
広
大
な
ま
ち
で
あ
り
、
豊
か
な
緑
の

な
か
で
こ
う
配
屋
根
の
低
層
住
宅
や
中

高
層
住
宅
が
ゆ
と
り
を
持
っ
て
立
ち
並

び
、
…
〟
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
都
市

環
境
は
現
時
点
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ

て
い
る
一
方
、〝
高
齢
者
の
急
激
な
増

加
、
少
子
化
に
よ
る
若
年
世
代
の
減
少

に
伴
う
ま
ち
の
活
力
の
低
下
な
ど
…
課

題
の
顕
在
化
も
目
前
の
こ
と
と
言
え
ま

す
〟
と
続
き
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は

残
念
な
が
ら
、
全
国
の
他
の
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
や
多
く
の
地
域
と
同
様
、
進
ん
で

し
ま
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）、
洛
西

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
と
っ
て
も
大
き
な
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
阪
急
洛
西
口
駅

の
開
業
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
桂
駅
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
み
か
ら
、
２
方
向
の
ア
ク

セ
ス
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
続
け
て

平
成
20
年
に
は
Ｊ
Ｒ
桂
川
駅
開
業
に

よ
り
、
多
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
が
向

上
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
い
て

も
、
駅
ま
で
バ
ス
で
10
分
以
上
か
か
る

エ
リ
ア
は
相
当
あ
り
ま
す
。
地
下
鉄
が

開
通
し
て
い
な
い
の
は
大
変
残
念
で
は

あ
り
ま
す
が
、
緑
豊
か
で
歩
行
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
し
た
都
市
基
盤
、
京

都
都
心
部
へ
の
近
接
性
な
ど
、
将
来
に

向
け
て
明
る
い
要
素
は
多
々
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

現
在
京
都
市
で
は
、
洛
西
〝
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｋ
Ｏ
（
さ
あ
、
い
こ
う
）
〟
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
私
も

参
画
し
て
お
り
ま
す
。
当
公
社
に
お
い

て
は
、
現
在
ラ
ク
セ
ー
ヌ
専
門
店
の
40

周
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
７
月
に
発
表
さ
れ
た
中

間
と
り
ま
と
め
で
は
、
洛
西
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
の
魅
力
ア
ッ
プ
、
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
の
活
性
化
を
は
じ
め
、
若
者
を
呼

び
込
む
住
ま
い
づ
く
り
と
し
て
、
市
営

住
宅
の
リ
ノ
ベ
・
活
用
や
公
社
に
よ
る

既
存
住
宅
の
買
取
り
販
売
、
バ
ス
交
通

を
便
利
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
公
園

の
魅
力
ア
ッ
プ
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

実
行
策
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
事
業
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
と
役

割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

も
と
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
は
そ
こ
に

関
わ
る
人
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
貴
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
様
々
な
お
取

組
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
も
連
携
す
べ
き
と
こ
ろ
は
し
っ
か

り
連
携
し
、
と
も
に
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
〝
ま
ち
〟
を
盛
り
立
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
貴
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご

健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
筆
を
お
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

プロジェクトのサポーターを拡大

サポーターとの共汗で洛西“SAIKO”プロジェクトを

推進します！

01
33

地域発の動きとも連動し地域住民や事業者による
「洛西“SAIKO”サポーター」を募集・拡大
（ロゴ掲出、SNSでの魅力発信等）

Action 0１

様々な機会をつ
くって若い世代も
交流・意見交換で
きる場を！

地域住民による京都西山の魅力
発信、イベントの開催、美化清掃活動、
モビリティ・マネジメントの取組など、
地域住民自らが洛西地域を
より良くしようとする地域発の
様々な活動も行われています！

寄  稿

洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
設
立
10
周
年
記
念

わくわく通信 第18号
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安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
を
… 

�

共
に
紡
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

竹
の
里
地
域
社
会
福
祉
協
議
会 

副
会
長 

田
中 

與
念
子

洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
10

周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

１
９
７
６
年
に
入
居
が
始
ま
っ
た
洛

西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
、
２
０
２
０
年
国

勢
調
査
に
よ
れ
ば
高
齢
化
率
43
％
と
、

京
都
市
全
体
の
高
齢
化
率
28
・
２
％

を
大
き
く
上
回
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
地
に
こ
の
状
況
を
見
越
し
、
10

年
前
に
「
助
け
合
い
の
心
を
も
っ
て
、

広
く
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
及

び
そ
の
家
族
等
に
対
し
て
、
見
守
り
の

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、
居
場
所
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
困

り
ご
と
相
談
の
場
所
づ
く
り
、
住
環
境

の
改
善
の
た
め
の
活
動
な
ど
、
日
常
生

活
に
関
す
る
相
談
、
支
援
に
関
す
る
事

業
を
行
い
、
地
域
社
会
の
発
展
並
び
に

広
く
公
益
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
」

に
作
ら
れ
ま
し
た
。
居
場
所
の
提
供
や

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
、
家
事
援

助
等
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
等
、

多
彩
な
福
祉
事
業
を
展
開
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
も
カ
フ
ェ
の

開
催
や
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
等
に
も
尽
力

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
地
域
社
会
福
祉
協

議
会
も
心
を
一
に
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
模
と
す
る
も
の
で
す
。

今
、
洛
西
の
地
域
は
、
市
立
芸
大
の

移
転
や
、
竹
の
里
小
学
校
と
福
西
小
学

校
の
統
合
、
小
中
一
貫
校
の
開
設
等
、

大
き
な
曲
が
り
角
に
来
て
い
ま
す
。
こ

の
地
域
の
こ
れ
か
ら
を
作
っ
て
い
く
大

事
な
時
期
で
あ
り
ま
す
。

洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
モ
ッ

ト
ー
「
住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
」

に
「
安
心
」
を
プ
ラ
ス
し
て
、
こ
の
格

差
社
会
の
中
で
も
行
政
や
学
校
、
多
く

の
団
体
と
も
手
を
取
り
合
い
、
美
し
い

織
物
を
紡
ぐ
よ
う
に
、
洛
西
の
街
を
紡

い
で
い
き
た
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。共

に
安
心
し
て
住
み
続
け
る
街
を
、

住
民
主
体
の
力
で
、
共
に
紡
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

寄  稿

法
人
設
立
10
周
年
に
寄
せ
て

社
会
福
祉
法
人
京
都
市
西
京
区
社
会
福
祉
協
議
会 　
会
長 

小
石 

玖
三
主

洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
法
人
設

立
10
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
齋
藤

信
男
理
事
長
を
先
頭
に
、
長
年
に
わ
た

り
居
場
所
づ
く
り
、生
き
が
い
づ
く
り
、

家
事
援
助
や
相
談
事
業
等
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
地
域
社
会
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
10
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
社
会
的
孤
立
、
生
活
困
窮
、
ひ
き

こ
も
り
、
虐
待
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

問
題
な
ど
、
地
域
の
福
祉
課
題
が
よ
り

一
層
複
雑
化
・
多
様
化
し
、
そ
の
課
題

が
以
前
と
比
べ
て
、
周
囲
か
ら
見
え
づ

ら
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
あ
る
地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
取

組
が
必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆

様
方
が
コ
ロ
ナ
禍
を
始
め
と
す
る
様
々

な
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
ら
れ
、
現

在
、
行
っ
て
お
ら
れ
る
活
動
は
、
ま
さ

に
今
、求
め
ら
れ
て
い
る
活
動
で
あ
り
、

特
に
高
齢
化
が
顕
著
で
あ
る
洛
西
地
域

の
住
民
の
方
々
は
、
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
非
常
に

心
強
く
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
皆
様
方
の
活
動

に
対
す
る
地
域
住
民
の
期
待
は
、
こ
れ

か
ら
益
々
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
、
西
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
基
本
理
念
に
掲

げ
る
共
に
生
き
る
福
祉
の
ま
ち
の
実
現

に
向
け
て
、皆
様
方
と
協
働
し
な
が
ら
、

今
後
と
も
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

く
存
じ
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
・
御

協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し

い
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
貴
法
人
の

更
な
る
御
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

私
の
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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洛
西
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祉
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周
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（
一
社
）
洛
西
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 境谷会館内

街の縁側

毎月第３日曜日
午前10時から

洛西おれんじカフェ

毎月第３土曜日
午後12時30分から受付

高齢者の総合相談窓口 （保健・医療・福祉）

高齢サポート・境谷
（京都市境谷地域包括支援センター）
担当学区（地域）：境谷、竹の里、大原野
〒610-1106  京都市西京区大枝沓掛町13-222 
� 洛西シミズビル2階

電話（075）331-8781  FAX（075）331-8763
メール  houkatu@shimizu-hospital.or.jp

設
立
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

境
谷
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長 

太
田 

亜
樹

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
設
立
十
周
年
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
境

谷
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
働
く
よ

う
に
な
っ
て
ま
だ
７
年
ほ
ど
で
す
が
、

そ
の
間
も
様
々
な
事
業
を
新
し
く
展
開

さ
れ
続
け
、
そ
の
行
動
力
に
は
驚
か
さ

れ
る
ば
か
り
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
き
ま
し
た
。
先
進
的
な
取
り
組
み
を

学
び
、
関
係
す
る
人
間
と
話
を
し
、
一

つ
一
つ
実
現
ま
で
繋
げ
て
こ
ら
れ
た
粘

り
強
さ
に
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
喋
り
し
た
り
趣

味
が
で
き
る
居
場
所
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
高
齢
化
や
ス
ー
パ
ー
の
撤
退
に
伴

い
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
お
買
い

物
支
援
は
非
常
に
充
実
さ
れ
て
い
て
、

今
後
他
の
地
域
で
取
り
組
む
参
考
に
も

な
る
素
晴
ら
し
い
取
組
み
だ
と
思
い
ま

す
。少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
洛

西
に
は
ま
だ
ま
だ
様
々
な
福
祉
的
課
題

が
あ
り
、
わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
の
更
な
る

ご
活
躍
を
期
待
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん

が
、
一
方
で
こ
れ
ま
で
は
齋
藤
さ
ん
の

お
人
柄
や
人
脈
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
っ
た

と
も
思
い
ま
す
。
体
は
徐
々
に
し
ん
ど

く
な
っ
て
も
頭
の
中
で
は
ま
だ
ま
だ
ア

イ
デ
ア
や
思
い
が
お
あ
り
で
し
ょ
う
。

齋
藤
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
立
て
て
く
れ

る
後
継
者
を
ぜ
ひ
と
も
見
つ
け
て
い
た

だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
共
に
住
み
よ
い
洛

西
づ
く
り
に
向
け
て
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
微
力

な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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福
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周
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「
わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
」
10
年
の
歩
み
の
中
か
ら 

�

～
お
じ
さ
ん
の
か
さ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
～

社
会
福
祉
法
人
京
都
総
合
福
祉
会 

京
都
市
西
部
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

三
好 

順
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
法
人
設
立
10
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。支

援
セ
ン
タ
ー「
ら
く
さ
い
」は「
洛

西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
へ
の
参
画
を
き
っ
か
け
と
し
て

関
わ
り
を
持
た
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

高
齢
者
も
障
害
者
も
住
み
や
す
い
町

づ
く
り
を
念
頭
に
地
域
で
暮
ら
す
障
害

の
あ
る
方
も
高
齢
者
の
居
場
所
に
お
邪

魔
し
て
、
一
緒
に
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
過

ご
す
事
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
昼
食
後
に
こ
れ
ま
で
サ
ロ
ン
で
も

取
り
組
ま
れ
て
い
た
歌
謡
曲
や
童
謡
を

一
緒
に
歌
う
時
間
が
生
ま
れ
、
平
成
30

年
に
は
、「
み
ん
な
で
歌
お
う
会
」
と

な
り
、
月
一
回
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
暮

ら
す
障
害
の
あ
る
方
や
、
地
域
に
お
住

ま
い
の
方
、
サ
ロ
ン
に
来
ら
れ
る
方
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
歌
い
た
い
曲
を
リ
ク

エ
ス
ト
し
て
歌
を
通
じ
て
交
流
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
わ
く
わ
く
マ
ル
シ
ェ
で

も
歌
の
発
表
を
さ
せ
て
頂
く
と
い
う
機

会
を
頂
き
ま
し
た
。

歌
の
発
表
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
光
木

さ
ん
や
盛
永
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
の
元
、

「
み
ん
な
で
歌
お
う
・
お
ど
ろ
う
会
」

と
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
変
わ
り
、『
お
じ
さ

ん
の
か
さ
』
と
い
う
絵
本
を
題
材
に
し

た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
取
り
組
む
事
に
な

り
ま
し
た
。
歌
の
歌
詞
や
メ
ロ
デ
ィ
ー

は
完
全
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
シ
ル
ク
ハ
ッ

ト
や
傘
等
の
小
道
具
も
準
備
し
て
頂

き
、
絵
本
の
世
界
観
を
と
て
も
素
敵
に

表
現
さ
れ
る
物
と
な
り
ま
し
た
。
ダ
ン

ス
に
つ
い
て
も
皆
で
、
手
を
上
げ
る
の

か
、
ス
テ
ッ
プ
は
ど
う
す
る
の
か
等
を

あ
れ
や
こ
れ
や
と
打
ち
合
わ
せ
な
が
ら

い
ち
か
ら
作
っ
て
行
き
ま
し
た
。た
だ
、

皆
で
集
ま
っ
て
の
練
習
が
月
一
回
で
し

た
の
で
、
前
回
決
め
た
振
り
付
け
を
忘

れ
て
し
ま
い
、
ど
う
や
っ
た
か
な
! ?
と

な
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
知

的
障
害
の
あ
る
方
と
一
緒
に
取
り
組
む

中
で
、
セ
リ
フ
を
覚
え
る
の
は
大
変
で

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
絵
本
に
登
場
す

る
人
物
や
ネ
コ
な
ど
に
な
り
切
っ
て
の

演
技
は
と
て
も
味
が
あ
り
、
最
初
は
小

さ
か
っ
た
声
も
ど
ん
ど
ん
自
信
が
つ
い

て
大
き
く
立
派
に
セ
リ
フ
を
言
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
ど
の
場
で
発

表
出
来
る
の
か
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
、
猛
威
を
振
る
い
始
め
、
し

ば
ら
く
は
わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
も
活
動
を

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
徐
々
に
再
開
し
、
昨

年
11
月
の
マ
ル
シ
ェ
で
よ
う
や
く
発

表
で
き
た
時
は
、
と
て
も
感
動
し
、
み

ん
な
で
作
り
上
げ
た
達
成
感
を
味
わ
う

事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
、
洛
西

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
携
わ
る
多
く
の

方
々
の
ご
尽
力
が
あ
っ
て
の
事
で
す
。

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
で
暮
ら
す
障
害
の
あ
る
方
や
事

業
所
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
は
、
毎
日
通
所

等
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
も
立
ち
寄
れ
る

よ
う
な
居
場
所
や
、
事
業
所
で
日
々
物

作
り
を
さ
れ
て
い
る
作
品
を
販
売
で
き

る
場
所
、
地
域
の
方
々
と
交
流
で
き
る

場
所
等
が
あ
れ
ば
良
い
な
と
、
い
う
声

を
聞
き
ま
す
。
今
後
新
た
な
展
開
を
ど

う
し
て
い
く
の
か
、「
ま
た
、
一
緒
に

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
ろ
な!!

」
と
言
っ
て

下
さ
る
方
の
声
を
胸
に
地
域
の
皆
様
や

行
政
、
障
害
保
健
福
祉
事
業
所
と
一
緒

に
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
一
層
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
ご
祈

念
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

▶
「
竹
の
里
わ
く
わ
く
マ
ル
シ
ェ
」�

�
 

（
２
０
２
２
年
11
月
５
日
）
に
て
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営業時間 9:30～16:30

西京区大枝西長町2-71

TEL:075-925-6822

【直売所】みずほファーム洛西大枝店

●みずほファームの「葉酸たまご」販売中です。

わくわくサロンさん 10周年おめでとうございます
祝 NPO法人洛西福祉ネットワーク10周年

アッシュヘアーラボ ヘアーサロンタケノサト

リカーマウンテン洛西店 NPO法人洛西福祉ネットワーク

竹の里センター管理組合
会長  長谷川督

京都市西京区大原野西竹の里町 1丁目 19-4
TEL :075-332-1022

祝 NPO法人洛西福祉ネットワーク10周年

まんどの建設
小さな修理からリフォーム、新築までの建設サービスに
加え、地域の皆様のお役に立つ不動産サービスの提供。

有限会社万殿建設 0120-31-4978
京都市西京区大枝西新林町1丁目9-10

TEL : 075-333-2630　FAX : 075-333-2600

地
域
の
灯
台
に
！

竹
の
里
学
区
民
生
児
童
委
員
会 

会
長 

廣
瀬 

佐
保

私
は
伏
見
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
37
歳

の
時
、
結
婚
を
機
に
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
に
移
り
住
ん
で
約
35
年
に
な
り
ま

す
。
地
域
の
自
治
会
の
役
員
か
ら
始
ま

り
、
こ
ど
も
の
小
学
校
の
保
護
者
の
役

員
等
や
る
中
、
一
人
暮
ら
し
の
母
が
脳

梗
塞
に
な
り
（
要
介
護
度
５
）
寝
た
き

り
の
母
を
引
き
取
り
在
宅
介
護
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
入

浴
介
助
の
訪
問
介
護
、
往
診
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
シ
ョ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
等
利
用
し
て
や
っ
て
来
ま
し
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
か
ら
、
西

京
・
介
護
の
会
「
虹
の
会
」
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
入
会
し
ま
し
た
。
同
苦
を

共
有
で
き
「
虹
の
会
」
ニ
ュ
ー
ス
で
情

報
を
も
ら
い
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な

い
、
仲
間
が
い
る
と
だ
ん
だ
ん
活
動
に

参
加
し
て
楽
し
く
介
護
で
き
ま
し
た
。

ま
た
一
番
大
変
な
時
に
世
話
人
代
表
を

７
年
間
勤
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

介
護
中
に
私
自
身
が
胃
癌
に
な
り
ス

テ
ー
ジ
３
で
胃
を
３
／
４
切
除
手
術
を

し
て
２
ヵ
月
後
に
母
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
一
年
間
は
私
自
身
、
苦
し
い
抗
癌

剤
治
療
が
、
食
欲
不
振
、
味
覚
障
害
を

乗
り
越
え
―
完
治
! !
の
声
を
聞
き
―

万
歳
! !

私
の
再
出
発 

パ
ー
ト
の
仕
事 

�
（
三
菱
病
院
職
員
及
び
喫
茶
店
勤
務
）

そ
の
間
も
「
虹
の
会
」「
民
生
児
童

委
員
会
」
も
続
け
て
や
っ
て
ま
し
た
。

パ
ー
ト
の
仕
事
は
70
歳
に
な
り
12
年

勤
務
で
辞
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
福

祉
と
関
わ
る
様
に
な
り
多
く
の
事
を
学

ば
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

役
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
ま
た
病

院
、施
設
等
々
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

老
後
、
健
康
で
長
寿
を
目
指
す
私
に

と
っ
て
、
カ
ー
ブ
ス
の
チ
ラ
シ
に
出
会

い
入
会
し
ま
し
た
。
１
年
８
ヵ
月
、
週

２
日
位
の
居
場
所
で
す
。
昨
年
12
月
の

改
選
で
民
生
児
童
委
員
会
の
学
区
会
長

な
り
大
変
! !

少
子
高
齢
化
、
独
居
老
人
、
認
知
症
、

障
が
い
者
の
か
か
え
る
問
題
を
ど
う
見

守
り
、
ど
う
応
援
、
支
援
し
て
い
け
る

の
か
？
地
域
の
灯
台
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
３
年
前
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
世
界
中
に
広
が
り
、
今
年
５
月
に

や
っ
と
五
類
に
移
行
し
、
昨
年
２
月
に

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
戦
争

中
、
地
震
、
台
風
、
大
雨
、
猛
暑
、
山

火
事
等
々
、
胸
を
痛
め
て
い
ま
す
。

世
界
中
の
平
和
と
安
穏
を
祈
っ
て
い

ま
す
。
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す
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
自
分
た
ち
自
身
の
変
革
を
続
け
、
よ

「
わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
」
10
年
の
歩
み
か
ら 

�

今
後
の
活
動
展
開
を
考
え
る

同
志
社
大
学 

名
誉
教
授 

新
川 

達
郎

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
の
法
人
化

以
来
10
年
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
間
、
広
い
意
味
で
地
域
の
福
祉
を

担
う
活
動
を
継
続
的
に
展
開
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
、改
め
て
感
服
し
て
い
ま
す
。

「
継
続
は
力
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
着
実
に
毎
日
の
活
動
を
積
み
重

ね
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
丁
寧
に
解
決

し
な
が
ら
の
年
月
で
あ
っ
た
こ
と
と
拝

察
い
た
し
ま
す
。
そ
の
間
に
洛
西
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
自
体
が
地
域
住
民
の
力

を
伸
ば
し
な
が
ら
地
域
に
根
を
張
り
活

力
を
吹
き
込
み
続
け
た
活
動
は
大
変
価

値
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は

１
９
６
９
年
に
開
発
計
画
が
発
表
さ

れ
、
１
９
７
６
年
に
入
居
が
始
ま
り
ま

し
た
の
で
、
そ
れ
以
来
、
お
よ
そ
50
年

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
開
発
初
期
に
入

居
が
大
き
く
進
ん
だ
こ
と
、
そ
の
後
の

公
共
交
通
体
系
の
整
備
が
遅
れ
た
こ
と

等
々
に
よ
っ
て
、
２
０
０
０
年
こ
ろ
に

は
人
口
減
少
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。人
口
減
少
や
高
齢
化
は
、ス
ー

パ
ー
の
閉
鎖
な
ど
住
民
の
日
常
生
活
を

支
え
る
機
能
の
衰
退
に
端
的
に
表
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
み

ら
れ
る
よ
う
な
、
か
つ
て
の
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
が
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
に
な
っ
て
い

く
現
象
で
も
あ
り
ま
す
。

洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
と

そ
の
活
動
は
、
衰
退
す
る
オ
ー
ル
ド
タ

ウ
ン
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
の
取
り

組
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
活
動
に

は
高
齢
者
福
祉
に
か
か
わ
る
居
場
所
づ

く
り
や
、
食
料
品
販
売
の
取
次
や
場
の

提
供
、
そ
の
ほ
か
高
齢
社
会
の
生
活
機

能
支
援
と
な
る
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
生
涯
学
習

に
か
か
わ
る
趣
味
の
会
や
教
室
の
開
催

な
ど
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
多
彩
な
活

動
を
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
範
囲
は
実
に

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
ら

れ
る
中
で
住
民
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ

て
き
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
10
年
で
さ
ら
に
団

地
の
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
問
題
は
さ

ら
に
進
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
し

て
地
域
住
民
を
支
え
る
地
域
住
民
に
よ

る
自
主
的
な
活
動
に
お
い
て
も
そ
の
影

響
が
あ
り
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
圧

力
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
の
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
危
機
的

な
事
態
で
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

が
さ
ら
に
顕
在
化
し
て
い
る
よ
う
で
も

あ
り
ま
す
。

今
後
に
向
け
て
人
口
減
少
は
致
し
方

な
い
と
し
て
も
、
そ
の
中
で
住
民
の
ウ

エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
少
し
で
も
向
上
さ

せ
そ
れ
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
、
そ
し

て
日
常
生
活
に
必
要
な
諸
機
能
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
持
続
可
能
な

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
洛
西

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
全
体
の
課
題
で
も
あ
り

ま
す
し
、
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
だ
け
で
地
域
の
な
に
も
か
も
の
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。

実
際
に
活
動
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
限
ら
れ
た
機
能

を
充
実
さ
せ
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

進
め
て
こ
ら
れ
た
地
域
の
力
を
発
掘
し

続
け
地
域
内
の
協
働
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
地
域
外
か
ら
の

様
々
な
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
京
都
市
行
政
は
も
ち
ろ
ん

努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に

も
す
で
に
様
々
な
専
門
分
野
か
ら
多
く

の
人
た
ち
の
協
力
を
得
て
活
動
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
間
で
組
織
的
な

連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
、
協

働
を
進
め
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
し
て

い
く
こ
と
や
外
部
の
資
源
（
人
や
お
金

な
ど
）
を
導
入
す
る
こ
と
も
考
え
る
段

階
だ
と
思
い
ま
す
。
外
部
か
ら
の
資
金

提
供
や
人
材
開
発
、
専
門
知
識
や
技
術

の
提
供
（
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ボ
ノ
）
な
ど

も
ま
だ
ま
だ
活
用
の
余
地
が
あ
り
そ
う

で
す
。

洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
様

が
、
今
後
の
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

に
向
け
て
、
団
地
再
生
と
地
域
活
性
化

に
貢
献
し
、
地
域
福
祉
機
能
の
向
上
と

維
持
に
貢
献
す
る
活
動
を
進
め
て
い
か

れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
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を
投
入
す
る
行
政
効
果
か
ら
す
れ
ば

ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
な
の
で
す
が
、

こ
こ
で
人
口
減
少
に
よ
る
衰
退
が
悪
い

こ
と
な
の
か
を
落
ち
着
い
て
考
え
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
も
思
い

切
っ
て
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
を
前
提

に
し
た
政
策
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
少
子
高
齢
化
の
進
ん

だ
人
口
減
少
社
会
は
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い

ろ
い
ろ
な
世
代
が
住
む
こ
と
が
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
原
則
で
す
が
、
無
理
に
若

い
世
代
を
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
誘
い

入
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
他
地
域
で

の
衰
退
が
生
じ
る
こ
と
は
必
定
で
す
。

ま
た
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
味
噌
醤

油
」
の
人
間
関
係
が
築
け
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
そ
の
点
で
は
空
き
家
を
賃
貸

に
し
て
親
世
代
の
近
く
に
住
め
る
よ
う

に
す
る
「
近
居
」
は
自
然
に
近
い
形
と

考
え
ま
す
。
世
代
交
代
で
出
て
行
っ
て

し
ま
っ
た
若
い
世
代
に
帰
っ
て
き
て
も

ら
え
る
こ
と
が
、
将
来
的
に
も
親
世
代

の
住
居
を
継
承
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
家
族

は
同
居
の
者
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
も
っ
と

大
き
な
概
念
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安
定
を
目
指
す
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

原
則
を
変
更
し
て
ま
で
の
制
度
変
化
に

つ
い
て
は
如
何
な
も
の
か
と
思
う
わ
け

で
す
。
医
療
・
教
育
・
福
祉
の
よ
う
な

公
共
性
の
強
い
分
野
は
安
定
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
」の
原
則
を
支
え
て
い
ま
す
。

こ
の
分
野
の
充
実
こ
そ
が
重
要
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
状
況

変
化
に
伴
う
あ
る
程
度
の
制
度
変
化
は

容
認
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
超
え

る
原
則
に
至
る
変
化
は
洛
西
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
テ
コ
入
れ
と
し
て
は
成
功
す
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
他
地
域
で
新

た
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
が
大

き
い
と
考
え
ま
す
。
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
内
の
家
族
同
士
が
「
味
噌
醤
油
」
の

人
間
関
係
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す

が
、
少
な
く
と
も
自
治
会
単
位
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
単
位
で
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
喚
起
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
の
マ
マ
友
も
単
位
と
し
て
有
力

で
す
が
、
ま
ず
は
独
居
老
人
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
を
地
域
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

し
て
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
無
理

を
し
て
地
域
活
動
に
無
関
心
な
若
年
世

代
を
誘
い
込
む
よ
り
も
、
地
域
社
会
に

根
差
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
築
く
こ
と
こ

そ
が
安
定
を
目
指
す
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
原
則
と
考
え
ま
す
。

安
定
を
目
指
す
「
ま
ち
づ
く
り
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

副
理
事
長 

三
宅 

正
伸

「
危
険
」
な
状
態
か
ら
「
安
全
」
な

状
態
に
す
る
こ
と
が
究
極
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
政
策
で
す
。「
安
全
」
な
状
態

が
続
く
こ
と
を
「
安
心
」
と
言
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
続
く
こ
と
を
「
安
定
」
と

表
現
し
ま
す
。つ
ま
り
、「
ま
ち
づ
く
り
」

と
は
変
化
よ
り
も
安
定
と
考
え
ら
れ
る

わ
け
で
す
。
新
し
い
ま
ち
を
創
造
し
た

な
ら
ば
、
そ
こ
で
の
住
民
の
安
定
し
た

生
活
を
保
障
す
る
こ
と
が
原
則
と
思
え

ま
す
。
こ
の
原
則
は
状
況
の
変
化
に
よ

り
制
度
的
変
更
が
生
じ
ま
す
が
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
も
状
況
に
対
応
す
る
も
の

で
原
則
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
で
は
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
建
設

し
た
時
の
原
則
は
何
で
し
た
で
し
ょ
う

か
。
私
は
ハ
ー
ド
面
の
専
門
家
が
遊
び

心
と
と
も
に
原
則
を
考
え
た
成
果
が
洛

西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ハ
ー
ド
面
で
は
そ
れ
で
よ
か
っ
た

の
で
す
が
、
ソ
フ
ト
面
で
は
ど
う
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
住
民
に
よ

る
自
治
以
上
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
世
界

を
目
指
さ
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
と
は
究
極
の
「
味
噌
醤
油
」
の
人
間

関
係
で
す
。
こ
れ
に
は
強
制
的
な
制
度

を
作
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
支
援
施
策

を
ど
う
す
る
か
の
問
題
に
尽
き
る
と
考

え
ま
す
。
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
と

言
い
ま
す
が
、最
少
三
人
が
考
え
た「
ま

ち
づ
く
り
」
の
考
え
に
助
成
金
を
出
す

よ
う
な
思
い
切
っ
た
政
策
が
あ
っ
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

行
政
関
係
者
は
世
代
の
入
れ
替
わ
り

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
人
口
減
少
の

原
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
ま

ま
衰
退
し
て
い
く
の
を
何
と
か
止
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
人
口
を
原
則
と
し

た
論
理
的
思
考
が
行
わ
れ
ま
す
。
税
金

理  事 す
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
自
分
た
ち
自
身
の
変
革
を
続
け
、
よ

り
よ
い
未
来
に
向
け
て
進
ん
で
い
か
れ

る
よ
う
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
10
周
年
を 

�

再
出
発
の
ス
タ
ー
ト
に

一
般
社
団
法
人
洛
西
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

代
表
理
事 

東 

憲
一

お
め
で
と
う
こ
さ
い
ま
す
。
10
年
の

歳
月
は
早
い
も
の
で
す
ね
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
洛

西
福
祉
ネ
ッ
ト
が
10
周
年
と
い
う
こ
と

は
、
私
達
の
（
一
社
）
洛
西
住
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
15
年
目
に
な
る
の
だ
と
今

さ
ら
福
祉
ネ
ッ
ト
と
住
民
ネ
ッ
ト
を
重

ね
合
わ
せ
て
、お
亘
い
『
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
ね
』
と
回
顧
す
る
次
第
で
す
。

洛
西
地
域
で
の
住
民
活
動
は
齋
藤
さ

ん
の
方
が
先
輩
で
、
齋
藤
さ
ん
は
藤
原

先
生
（
京
都
経
済
短
大
）
ら
と
一
緒
に

洛
西
の
ま
ち
づ
く
り
の
学
習
、
研
究
検

討
や
、住
民
、高
齢
者
を
対
象
と
し
て
『
わ

ら
じ
医
者
』
の
早
川
一
光
医
師
を
中
心

と
し
て
講
演
会
「
い
の
ち
の
大
学
」
を

定
期
的
に
関
催
す
る
な
ど
奮
闘
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

当
時
洛
西
Ｎ
Ｔ
創
生
推
進
委
員
会
が

あ
り
、
齋
藤
さ
ん
は
恐
ら
く
こ
の
委
員

会
で
は
ま
ち
づ
く
り
は
無
理
だ
と
感
じ

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
福
祉
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
こ
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
立
上
を
計
画
さ
れ
た
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
目
指
す
方
向
と
目
的
は
、『
助
け
合

い
の
心
を
も
っ
て
、
広
く
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
子
ど
も
及
び
そ
の
家
族
等
に

対
し
て
、
見
守
り
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、

居
場
所
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
、
困
り
ご
と
相
談
の
揚
所

づ
く
り
、
住
環
境
の
改
善
の
た
め
の
活

動
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
事
業
な
と
、

日
常
生
活
に
関
す
る
相
談
、
支
援
に
関

す
る
事
業
を
行
い
、
地
域
社
会
の
発
展

並
び
に
広
く
公
益
に
寄
与
す
る
こ
と
』

で
す
。（
法
人
定
款
よ
り
）

そ
し
て
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
貝
体
的
に
活
動
す
る
分
野
と
し
て
保

健
・
医
療•

福
祉
／
社
会
教
育
／
ま
ち

づ
く
り
／
地
域
安
全
／
人
権
・
平
和
／

子
ど
も
の
健
全
育
成
／
経
済
活
動
の
活

性
化
／
消
費
者
の
保
護
／
連
絡
・
助
言
・

援
助
。
と
９
つ
の
分
野
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
定
款
で
は
兎
角
や
り
た
い
事
を
全

て
書
き
出
し
て
お
く
の
が
常
識
で
す
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
か
は
理

事
役
員
が
運
営
方
針
に
基
づ
い
て
協
議

し
て
企
画
、
決
定
す
れ
ば
良
い
わ
け
で

す
。社

会
福
祉
事
業
を
営
む
に
は
社
会
福

祉
法
人
で
あ
っ
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

社
団
法
人
、
財
団
法
人
、
更
に
は
株
式

会
社
や
有
限
会
社
な
と
の
法
人
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
定
款
に
謳
っ
て
い
る
事
業

が
同
で
も
で
き
る
の
か
と
云
え
ば
そ
う

は
行
き
ま
せ
ん
。
実
は
社
会
福
祉
事
業

は
厚
労
省
が
第
１
種
社
会
福
祉
事
業
と

第
２
種
社
会
福
祉
事
業
に
分
れ
て
い
て
、

第
１
種
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
児

童
養
護
施
設
、
障
害
者
支
援
施
設
、
救

護
施
設
等
で
、
社
会
福
祉
法
人
が
経
営

で
き
る
事
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
２
種
は
保
育
所
や
訪
問
介
護
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
ジ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
で

す
。
こ
れ
は
社
福
法
人
以
外
の
法
人
で

も
自
由
に
届
け
出
す
る
事
に
よ
り
一
定

の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
経
営
で
き

ま
す
。
で
す
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
第
１

種
の
施
設
を
経
営
す
る
わ
け
に
は
ゆ
き

ま
せ
ん
。

少
し
硬
い
話
で
す
が
「
福
祉
と
は
何

か
？
」
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
『
幸
福
。
公

的
扶
助
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
生
活
の
安

定
、
充
足
』
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
日
本
国
憲
法
の
13
条
、
25
条
の

精
神
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
今
日
の
政
府
、
地
方
自
治
体
の
公

助
の
民
間
へ
の
丸
投
げ
・
削
減
、
更
に

共
助
、
自
助
を
押
し
付
け
、
更
に
は
互

助
を
推
し
進
め
る
状
況
で
す
。
そ
し
て

最
終
的
に
は
自
己
責
任
を
押
し
付
け
て

き
ま
す
。
そ
し
て
ま
す
ま
す
格
差
が
拡

大
し
、
そ
の
格
差
は
次
世
代
に
引
き
継

が
れ
て
行
き
ま
す
。

こ
ん
な
ご
時
世
の
中
で
、
こ
の
地
域

で
、「
今
伺
を
な
す
べ
き
な
の
か
」
を
協

議
し
、
そ
の
こ
と
を
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
独
居

高
齢
者
の
見
守
り
支
援
（
民
生
委
員
や

老
人
福
祉
員
、
社
協
）
な
の
か
、
障
害

者
（
障
害
に
も
多
種
あ
り
）
へ
の
日
常

生
活
支
援
が
欠
け
て
い
る
の
か
、
そ
れ

と
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
子
と
も

へ
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、

取
り
あ
え
す「
居
場
所
」が
必
要
な
の
か
、

地
域
の
実
態
把
握
、
調
査
が
必
要
と
思

い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、
が
必
要
な
の
か
、
政
府
厚

労
省
の
「
総
合
事
業
」
の
「
互
助
サ
ー

ビ
ス
」「
助
け
合
い
」
を
進
め
る
の
か
、

福
祉
事
業
と
し
て
中
心
は
「
こ
れ
」
で

や
っ
て
い
く
こ
と
を
今
後
一
緒
に
探
っ

て
ゆ
く
事
が
必
要
か
な
と
思
う
こ
の
頃

で
す
。
10
年
の
節
目
で
皆
で
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
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前
か
ら
「
終
活
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
存

じ
の
通
り
「
終
活
」
と
は
、
自
分
自
身

の
人
生
の
終
え
方
を
意
識
的
に
考
え
る

活
動
の
こ
と
で
す
。
改
め
て
考
え
る
と
、

個
人
だ
け
で
な
く
組
織
で
も
「
終
活
」

を
考
え
る
べ
き
時
代
が
来
て
い
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
た
良
く
耳
に

す
る
「
安
楽
死
」
と
い
う
言
葉
。「（
助

か
る
見
込
み
の
な
い
病
人
を
）
本
人
の

希
望
に
従
っ
て
苦
痛
の
少
な
い
状
態
で

人
為
的
に
死
な
せ
る
こ
と
」
で
す
。
組

織
の
「
終
活
」
同
様
、組
織
の
「
安
楽
死
」

と
い
う
も
の
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
も
で
き
れ

ば
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
分
で
「
最
期
」
を
迎

え
た
い
も
の
で
す
（「
安
楽
死
」
よ
り
も

「
尊
厳
死
」
と
い
う
言
葉
の
方
が
近
い
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
）。

個
人
の
「
終
活
」
や
「
安
楽
死
」
に

つ
い
て
議
論
す
る
の
と
同
様
に
、
組
織

の
「
終
活
」
や
「
安
楽
死
（
尊
厳
死
）」

に
つ
い
て
議
論
す
る
「
場
」
が
あ
っ
て

も
良
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
組
織
の

メ
ン
バ
ー
が
元
気
な
う
ち
に
、ハ
ッ
ピ
ー

な
気
分
で
楽
し
み
な
が
ら
「
最
期
」
を

迎
え
る
方
法
を
考
え
る
。「
最
期
」
を
迎

え
る
た
め
の
「
考
え
方
（
意
識
）」
や
「
取

り
組
み
方
法
」
を
、
み
ん
な
で
わ
く
わ

く
し
な
が
ら
考
え
、
み
ん
な
で
わ
く
わ

く
し
な
が
ら
実
践
す
る
。
そ
の
よ
う
な

活
動
、
い
わ
ば
「
組
織
の
た
め
の
『
終

活
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
づ
く
り
。
そ
ん
な
形

で
、
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

「
組
織
の
終
活
」
の
先
進
事
例
を
作
っ
て

い
く
の
も
面
白
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
意
見
で
す
。
ス

ミ
マ
セ
ン
。）

と
は
言
え
、
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
「
最
期
」
を
迎
え
た
と
し
て
も
、

地
域
の
課
題
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
解
決
は
新

た
な
発
想
や
価
値
観
を
持
っ
た
「
若
い

世
代
」
に
任
せ
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

大
学
の
教
育
現
場
で
も
、
教
員
が
指
導

す
る
よ
り
も
、
若
い
学
生
達
の
自
由
な

発
想
に
任
せ
た
方
が
素
晴
ら
し
い
ア
イ

デ
ア
が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
良
く
あ

り
ま
す
。「
教
員
」
と
し
て
、
ま
た
「
人

生
の
先
輩
」
と
し
て
、
つ
い
つ
い
口
を

出
し
た
く
な
り
ま
す
が
、「
口
出
し
」
し

た
途
端
、
学
生
達
は
自
分
で
考
え
、
行

動
す
る
こ
と
を
止
め
て
し
ま
い
ま
す
…
。

私
た
ち
「
古
い
世
代
」
は
、「
若
い
世
代
」

が
自
由
な
発
想
で
考
え
、
自
主
的
に
行

動
を
起
こ
す
の
を
辛
抱
強
く
待
ち
続
け

る
こ
と
が
必
要
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
ど
う
す
る
！ 

わ
く
わ
く
」

�
筑
紫
女
学
園
大
学
現
代
社
会
学
部 

教
授 

藤
原 

隆
信

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
設
立
10
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
設
立
当
初
か
ら
理
事
長

を
務
め
ら
れ
て
い
る
齋
藤
信
男
さ
ん
は

じ
め
、
現
場
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々

の
長
い
歩
み
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

現
在
、
日
本
全
国
で
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
厳
し
い
「
現
実
」
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
組
織
構
成
員
の
高

齢
化
と
後
継
者
不
足
と
い
う
「
現
実
」

で
す
。
こ
の
問
題
は
何
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
限
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

が
教
育
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
経

営
学
」
の
分
野
で
も
、
中
小
企
業
の
後

継
者
問
題
（
事
業
継
承
問
題
）
は
大
き

な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
調
査
・
研
究

し
、
そ
の
解
決
策
を
模
索
・
提
示
す
べ

き
「
学
会
」
や
「
研
究
会
」
で
も
、
会

員
の
高
齢
化
と
若
手
研
究
者
の
減
少
が

進
み
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
活
動
を
維

持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
恐
ら
く
今
、
洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（

≒

齋
藤
理
事
長
）
も
同
様
の

問
題
に
直
面
し
、
悪
戦
苦
闘
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

問
題
は
、
日
本
全
国
で
生
じ
て
い
る
問

題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
策
を
模
索
し
て

悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
状
態
は
、
ま
さ
に

「
日
本
全
体
の
縮
図
」
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。齋

藤
理
事
長
に
は
「
何
と
か
し
て
後

継
者
を
探
し
出
し
、
頑
張
っ
て
法
人
運

営
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
！
そ
の
こ
と

が
日
本
社
会
が
直
面
し
て
い
る
課
題
の

解
決
に
繋
が
り
ま
す
！
」
と
お
伝
え
す

べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
…
。（
京
都
を
離
れ

て
い
る
身
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
無

責
任
な
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
…
）

突
然
話
は
変
わ
り
ま
す
が
…
。
少
し

理  事 私
達
の
手
で
共
助
、
互
助
を
進
め
る

活
動
が
求
め
ら
れ
、
ま
さ
に
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
出
番
だ
と
思
い
ま
す
。
10

年
間
培
っ
て
き
た
活
動
で
団
体
や
人
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
て
、（
一
社
）
洛
西

住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
共
に
大
き
く
前

進
し
ま
し
ょ
う
。
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わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
に
感
謝

光
木 

和
子

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
に
寄
せ
て
も
ら
う

よ
う
に
な
っ
た
の
は
５
年
前
、
ピ
ア
ノ

教
室
に
誘
わ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

短
歌
会
に
も
入
れ
て
い
た
だ
き
テ
キ

ト
ウ
に
ゆ
る
ー
く
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
が
、
考
え
た
ら
70
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
の
新
し
い
挑
戦
、
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
す
よ
ね
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
方
た
ち
と
一
緒

に
取
り
組
ん
だ
「
お
じ
さ
ん
の
か
さ
」

は
、
集
ま
っ
た
人
と
の
交
流
が
あ
た
た

か
く
新
鮮
で
、
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と

の
喜
び
は
、
生
き
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
る
だ
な
と
実
感
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
は
竹
の
里
の
住
人

の
井
戸
端
会
議
の
場
で
も
あ
り
、
こ
こ

に
関
わ
る
人
た
ち
の
文
化
交
流
の
場
で

も
あ
り
、
地
域
社
会
の
大
事
な
存
在
だ

と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
に
と
っ
て
珈
琲

を
飲
み
な
が
ら
過
ご
す
ひ
と
と
き
は
、

老
い
を
語
り
合
い
、
老
い
を
か
み
し
め

つ
つ
、
老
い
を
忘
れ
て
明
日
か
ら
の
元

気
を
も
ら
う
ひ
と
と
き
で
す
ね
。

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
十
年
の
歩
み
の
中
か
ら

ら
く
ら
く
ピ
ア
ノ
教
室 

元
講
師 

赤
穂 

利
絵
子

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
十
周
年
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

十
年
の
年
月
の
中
で
私
に
と
っ
て
印

象
深
い
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
、
サ
ロ

ン
内
に
あ
る
ピ
ア
ノ
で
す
。
も
と
も
と

存
在
し
な
か
っ
た
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア

ノ
で
し
た
が
あ
る
時
、
ピ
ア
ノ
教
室
の

生
徒
さ
ん
か
ら
の
寄
贈
に
よ
り
又
、
ピ

ア
ノ
の
設
置
許
可
を
し
て
頂
い
た
齊
藤

さ
ん
の
お
陰
で
、
ピ
ア
ノ
の
あ
る
サ
ロ

ン
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ピ
ア
ノ
を
使
っ
て
の
お
教
室
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
た
頃
の
思
い
出
に
つ

い
て
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
出
会
い
ば

か
り
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
よ
り
も
多
く
を
生
き
て
お
ら
れ

る
大
先
輩
と
の
交
流
。
そ
の
中
で
も
人

生
を
テ
ー
マ
に
、
美
味
し
い
珈
琲
を
飲

み
な
が
ら
の
語
り
合
い
は
と
て
も
有
意

義
な
時
間
で
し
た
。

ま
た
、わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
で
、カ
フ
ェ

を
楽
し
む
お
客
様
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
ピ

ア
ノ
演
奏
さ
せ
て
頂
い
た
時
も
あ
り
ま

し
た
。
自
分
の
好
き
な
曲
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
緒
に
な
っ
て
お
歌
を
歌
っ
て

頂
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
私

に
と
っ
て
は
、
か
け
が
え
の
な
い
素
晴

ら
し
い
思
い
出
の
一
つ
で
す
。

現
在
は
結
婚
、
そ
し
て
子
育
て
の
た

め
ピ
ア
ノ
を
使
っ
て
の
活
動
を
休
止
し

て
い
ま
す
が
機
会
が
あ
れ
ば
、
わ
く
わ

く
サ
ロ
ン
の
ピ
ア
ノ
と
ま
た
会
話
を
し

た
い
な
ぁ
と
思
う
日
々
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
わ
く
わ
く

サ
ロ
ン
発
起
人
で
あ
る
齊
藤
さ
ん
、
そ

こ
で
活
動
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
の
お
陰
で
わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
が

今
日
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
を
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
共
に
わ
く
わ
く

サ
ロ
ン
が
あ
り
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て

私
の
執
筆
を
お
わ
り
ま
す
。
最
後
ま
で

お
読
み
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン 

講
師

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン 

利
用
者

洛
西
福
祉
ネ
ッ
ト
設
立
10
周
年
記
念

わくわく通信 第18号



17

わ
く
わ
く
俳
句
同
好
会

兼
題
「
祇
園
祭
」

木
賊
山
裃
の
孫
十
五
歳

�

伊
藤
由
美
子

宵
山
や
商
社
の
宝
屏
風
見
に

�

中
野 

硯
池

祇
園
会
や
母
が
見
守
る
稚
児
の
役

�

谷
口 

和
子

強
力
の
肩
に
乗
り
た
る
鉾
の
稚
児

�

森
田 

佳
子

自
由
句

仲
直
り
夫
に
差
し
出
す
心
と
こ
ろ
て
ん太

�

村
田
の
り
よ
し

夏
立
ち
て
少
年
野
球
駆
け
ゆ
け
り

�

西
田
か
ず
子

暑
さ
追
う
ス
イ
カ
前
線
北
上
中

�

三
宅 

正
伸

夕
立
や
老
若
男
女
右
往
左
往

�

簑
岡 

勝
子

踏
ま
れ
て
も
な
お
立
ち
上
が
る
野
草
の
芽

�

岨
中 

幸
男

わ
く
わ
く
短
歌
同
好
会

題
詠
「
運
動
」

は
れ
ば
れ
と
若
葉
た
た
せ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
投
げ
打

ち
受
け
る
声
に
ひ
た
れ
り

�
鈴
木
瑠
美
子

突
然
の
脳
梗
塞
で
三
ヶ
月
再
び
通
う
卓
球
ク
ラ
ブ

�

野
田 
順
子

体
力
の
効
果
と
も
か
く
早
十
年
食
後
の
ウ
ォ
ー
ク
二

人
の
語
り
場

�

光
木 

和
子

雨
の
朝
ご
は
ん
三
杯
お
か
わ
り
す
き
ら
い
な
運
動
会

中
止
に
な
り
て

�

長
谷
川
幸
子

わ
か
が
え
り

4

4

4

4

4

と
書
か
れ
た
青
い
送
迎
車
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
の
よ
う
な
デ
イ
ケ
ア

�

伊
藤
由
美
子

梅
雨
晴
れ
間
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ボ
ー
ル
蹴
る
音
の
は
た

と
止
り
ぬ
夏
至
の
十
九
時

�

菊
田 

弘
子

自
由
詠

子
の
前
で
エ
サ
を
く
わ
え
て
親
は
舞
う
ツ
バ
メ
の
巣

立
ち
近
づ
い
て
き
ぬ

�

永
井 

恵
美

と
き
め
き
は
老
い
に
も
あ
り
し
街
に
出
て
一
日
一
度

は
恋
を
し
て
い
る

�

岨
中 

幸
男

サ
ン
オ
イ
ル
塗
り
し
夏
の
日
懐
か
し
く
日
傘
離
せ
ぬ

齢
と
な
り
て

�

簑
岡 

勝
子

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
失
敗
く
り
返
し
離
れ
れ
ば
多
数
の
冷
た
き

目
吾
に
注
ぎ
ぬ

�

今
川 

素
美

急
な
雨
に
傘
さ
し
か
け
て
く
れ
し
人
今
も
忘
れ
ず
五

十
年
経
つ

�
村
田
の
り
よ
し

掘
り
た
て
の
不
揃
い
の
馬
鈴
薯
持
ち
く
れ
し
笑
顔
の

友
は
土
の
香
の
す
る

�

森
田 
佳
子

わ
く
わ
く
短
歌
・
俳
句
同
好
会
作
品

わくわく通信 第18号
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スマホ入門講座
2022年4月28日 わくわくサロン

竹
の
里
会
館
ロ
ビ
ー
カ
フ
ェ

毎
月
第
４
土
曜
日 

10
～
15
時�

�

竹
の
里
会
館
ロ
ビ
ー

子ども食堂を考える会�
「子ども食堂は何故必要か」
講師：石田尚志（吉祥院ししまる食堂）�
2022年8月20日 洛西竹の里会館

わくわくマルシェ
2022年11月5日�
竹の里センター広場�
洛西竹の里会館

2022年度活動計算書
（令和4年1月1日～令和4年12月31日）� （単位：円）

科 目 金 額
Ⅰ経常収益

受取助成金 370,000
事業収益 216,997
会費•寄付他 197,000
経常収益計 2,509,472

Ⅱ経常費用
事業費 2,447,634
管理費 173,455

経常費用計 2,621,089
当期経常増減額 -111,617

Ⅲ経常外費用
過年度損益修正損 78,040
経常外費用計 78,040
税引前当期正味財産増減額 -33,577
当期正味財産増減額 -103,577
前期繰越正味財産額 1,133,001
次期繰越正味財産額 1,029,424

2022年度賃借対照表
（令和4年12月31日現在）� （単位：円）

科 目 金 額
Ⅰ資産の部

現金預金 1,209,424
敷金 460,000

資産合計 1,669,424 1,669,424
Ⅱ負債の部

未払法人税等 70,000
長期借入金 570,000

負債合計 640,000 640,000
Ⅲ正味財産の部

前期繰越正味財産 1,133,001
当期正味財産増減額 -103,577

正味財産合計 1,029,424
負債及び正味財産合計 1,669,424

役員名簿
理事長 齋藤 信男 副理事 三宅 正伸 理 事 榎田 基明
理 事 津田 信吾 理 事 藤原 隆信 理 事 山本 英夫
理 事 東  憲一 理 事 森田 佳子 監 事 廣田みつ子

NPO法人 洛西福祉ネットワーク
2022年度  活動報告

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
報
告

わくわく通信 第18号
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京都生協のおかいもの便 毎週 火 曜日 金 曜日

西境谷町４丁目① 11:40～11:55 14:40～14:55
毎週 月 曜日 木 曜日 西境谷町４丁目② 12:00～12:10 ―

府営竹の里団地 10:40～11:05 12:05～12:30 西境谷町１丁目南部 ― 15:15～15:25
東竹の里市営西55棟付近 11:15～11:30 11:35～11:50 境谷西第１住宅 14:10～14:25 10:40～10:55
東竹の里市営西集会所 11:40～11:55 11:15～11:30 西竹の里テラスハウス集会所 14:30～14:40 11:00～11:15
東竹の里市営中集会所 12:00～12:30 10:35～11:05 西竹の里テラスハウス７期東側 14:45～15:00 11:20～11:35

毎週 火 曜日 金 曜日 ＵＲ洛西新林北団地①13棟北 15:10～15:25 ―
東竹の里市営東集会所 12:20～12:45 12:05～12:30 ＵＲ洛西新林団地 15:30～15:50 15:30～15:50
西竹の里１丁目 10:35～10:50 15:05～15:10 北福西町３丁目 16:00～16:20 16:00～16:20
西竹の里タウンハウス集会所 10:55～11:10 14:15～14:30 ＵＲ洛西新林団地 ― 10:35～11:05
わくわくサロン前 11:20～11:35 14:00～14:10 ＵＲ洛西竹の里団地 ― 11:40～11:55

買う

お総菜
梅 ハウス

第2・4金曜日 9:30～12:30
♡惣菜、おにぎり、サンドウィッチ

たまごと野菜の日
みずほファーム

第2・4金曜日 9:30～16:00
♡京丹波からおいしい便り

野菜の朝市
大原野かぐやひめ市

毎週水曜日 9:30～12:30
♡お手頃価格でお求め頂けます

買い物取り次ぎ
アグロス胡麻郷

申 込  毎週月～金曜日
受 取  翌週火曜日
♡お米、みそ

野菜の朝市
the Veggie seasons

毎週月曜日 9:30～12:30
♡大原野から露地栽培の無農薬・

減農薬野菜をお届け！

憩う

竹の里会館ロビーカフェ
毎月第4土曜日 10:00～15:00
♣コーヒー、紅茶、ジュース

わくわくサロン
月～金曜日 9:30～12:30
♣コーヒー、紅茶、野菜ジュース

お抹茶をいただく会
第１木曜日 13:30～15:00
参加費 800円/回
♣おいしいお抹茶とお菓子をどうぞ

NewNew

学ぶ

らくらくピアノ教室
講師：今村友紀さん 
 （全日本らくらくピアノ協会京都支部２級認定講師）

《水曜クラス》
第１・３水曜日 14:00～15:30
《木曜クラス》
第２・4木曜日 13:15～14:45

定 員 ７名
受講料 2,000円/月
♡ピアノがなくてもOK

わくわく英会話教室
講師：石垣ちかさん
第１・３金曜日 13:40～14:40
定 員 ８名
受講料 2,000円/月
教材費 500円

わくわく短歌同好会
第2月曜日 13:30～15:30
定 員 10名
参加費 500円/回
♡人気の教室！初心者歓迎

読書会
第４月曜日 13:30～15:00
参加費 500円/回
♡あなたの愛読書を発表

わくわく俳句同好会
第３月曜日 13:30～15:00
定 員 10名
参加費 500円/回
♡みんなで楽しくやりましょう

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン 

学
ぶ
・
憩
う
・
買
う

わくわく通信 第18号
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電話 ０７５（３３３）３３９２ ＦＡＸ０７５（３３３）３３９９
 http://rakusai-fukusinet.life.coocan.jp/  rakusai1.net@gmail.com
〒６１０－１１４５
京都市西京区大原野西竹の里町１丁目１９－４ 竹の里センター内

わくわく通信 第18号 2023年10月発行
発行 ＮＰＯ法人

洛西福祉ネットワーク
（編集協力 企業組合 Fuu空間計画）

竹の里社協では、一緒に地域で活躍していただける 
� ボランティアを募集しています。
「何か地域のために活動したいけどどうしたら良いかわからない」
「私にもなにかできることがあるかな」 という方、ぜひ一緒に活動してみませんか？
また竹の里社協や西京区の地域福祉活動を応援していただける 
� 賛助会員も募集しています。
詳細をご希望の方はお気軽にお問合せください。
連絡先 ０９０－２８５９－０６５２（田中與念子）

募集中！

＊詳細・申し込みは回覧でお知らせいたしますので、ぜひご覧ください。

気持ちの良いお布団で寝てほし
いという思いから始まった取組
です。赤い羽根共同募金を活用
し、実施しています。
時期 10月頃
対象 70歳以上独居世帯

高齢者のみの世帯
障害者世帯

費用 300円

寝具クリーニング

クリスマスの時期にお子さんと
保護者と一緒に楽しく交流をし
ています。コロナ禍の間はク
リスマスプレゼントを配りまし
た。

対象 0～4歳児とその保護者
費用 無料

子育て広場（クリスマス会）

年に１回、民生児童委員会、
NPO法人洛西福祉ネットワーク
と共催し、介護予防に関する普
及・啓発を行っています。

介護予防研修会

介護が必要な状態にならないように、みんなで楽しく運動や
おしゃべりをしています。

会場 竹の里会館（第3月曜） 府営集会所（第4火曜）
市営中・市営西集会所（第4金曜）

費用 300円（昼食持ち帰り）
対象 65歳以上の方

元気さわやか教室

竹の里地域で住民が主体となり運営している任意の団体です。
介護予防教室や寝具クリーニングなど、誰もが安心して暮らせるま
ちづくりを目指して活動を進めています。

竹の里社協って？

竹の里地域社会福祉協議会 の 取り組み
PR 記事
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